
事業概要 【総合防災システム導入事業】

実施地域 千葉県野田市 事業計画期間 R6-R8年度

実施主体 千葉県野田市 交付対象事業費 951千円

事業概要

激甚化する災害に備え、災害時に被害情報等を収集及び管理し、必要な情報を的確に瞬時に市民に対して
提供する体制の構築が重要である。そのため、災害対応の基盤となる「総合防災システム」を導入し、災害時の膨
大な情報を一元的に集約・共有・管理し、意思決定の効率化を図ることで、市の災害対応力強化に繋げる。また、
防災ポータルサイトにて、様々な情報（被害状況や避難等に関する市からの重要な情報、気象情報等）を一元
化して市民に提供し、市民が自ら生命を守る行動（＝自助）に繋げる。

具体的

使途

被災者生活再建支援システム利用料 422,400円
建物被害認定調査用タブレット 528,000円



推進体制

◼ 庁内の推進体制

名称 部署・対策班 役割

事業実施責任者
市民生活部長

(本部統括責任者)
• 事業全体のマネージメント・進捗管理や、システム全般の総括

事業担当課 防災安全課(総括班)
• システムの調達、関連部署との調整、システム全般（利用計画、訓練、運用等）の
取り纏め

連携部署

特命班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し（情報・分析、電話対応等）

土木班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し（道路、水路等の被害関連）

消火・救助班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し（消防関連）

避難所班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し（避難所管理関連）

物資班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し（物資配給関連）

対策要員部班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し（職員体制関連）

広報班 • 防災訓練時のシステム利用、意見出し、市民への周知（防災ポータルサイト関連）

【各課室の役割】

※申請責任者である担当部局のみならず、申請事業に関係する制度・分野所管部局も含めた、庁内全体の部局横断

的な推進体制について記載すること。また、体制図や部局間の連携の仕組みを記載するとともに、下欄に各課室の役

割を具体的に記載すること。

市民生活部長
(本部統括責任者)

事業実施責任者

防災安全課
（総括班）

担当課

指示 連携

システム全般取りまとめ ※災害対策本部の体制

特命班

連携部署

土木班

消火・救助班

避難所班

物資班

対策要員部班

広報班



推進体制

◼ 事業推進体制

名称 役割

野田市

• 事業計画の立案
• 報告書作成をはじめとする事業全般の管理・統括業務
• システムの利用
• サービスの提供（防災ポータルサイト）

受託業者 • システムの提供及び運用保守

市民・関係団体 • サービスの利用（防災ポータルサイト）

野田市

受託業者

※申請団体のみならず、サービス提供事業者を含め、事業推進体制に参画する（予定を含む）各主体及び、申請事
業を実施する上で協力・連携が不可欠である産官学金労言等の地域のステークホルダーを含めた体制図を記載すると
ともに、下欄に各主体の役割を具体的に記載すること。

委託契約

関連する地域のステークホルダー

市民・関係団体

サービス提供
（防災ポータルサイト）

システム提
供
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